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改革改善
の考え方

①問題
点

防災行政無線の老朽化が著しいため、早急な更新が必要。
また、大規模災害に備え、被災者支援システムの構築も早急な対応が求められている。

②改革
提案

防災行政無線は、災害情報提供手段の要であり、引き続き早期更新に向けた取り組みを進める。
被災者支援システムについても、効率的なシステム構築に向け、関係機関等と協議・研究を進める。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

平成26年３月24日に改正災害対策基本法に沿った内容へ「飯田市地域防災計画」の修正を行ったほか、防災行政無線（同
報系・移動系）の保守点検及び緊急修繕も随時行い、有事の際常に活用できるようにしている。

総事業費①+② 29,118 20,465 26,116 43,329

正規職員所要時間 1,500 1,500

臨時職員所要時間 500

一般財源 21,085 20,465 20,214 31,329

人件費計（千円）② 5,364 5,902

起債 9,000

その他 2,669 3,000

県支出金

事業費計（千円）① 23,754 20,465 20,214 43,329 長野県市町村振興協会3,000千円（衛星系防
災行政無線更新）
緊急防災・減災事業債（充当率100％、算入率
70％）

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

1.防災行政無線維持管理
2.コミュニティ防災センター維持管理
3.地域防災計画修正(H27.3.24修正）
4.防災対策等事務
5.中山間地における避難等のあり方検討会 ［H26 上久堅大鹿区］
6.防災支援業務委託 ［気象情報会社に業務委託］
　ウェザーニューズからの降雨予測等の情報入手、防災活動に対するアド
バイス

1.同報系防災行政無線（パンザマ
スト）設置数
2.コミュニティ防災センターの数

1.　281基

2.　14箇所

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

飯田市地域防災計画に基づき、地震や風水害等からの減災を図るため、防災行政無線の維持管理、コミュニティ防災センターの維持
管理を行う。また、国・県等防災計画の変更による飯田市地域防災計画の修正を行う。

成果
指標

点検実施率 100 100 100 100

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市民が災害に備えている割合（％）

対象無線数 281
意図（どういう状態
にするか）

地震等の災害にそなえる
目
的

対象（誰・何を） 防災行政無線

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 41 災害対策の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H27担当課等名 危機管理室 H27係等名 防災係 H26係等名 防災係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 災害対策事業

会計 一般会計
44 5

事業種別 政策

4 施策№ 41 事業№


